
加茂川　洪水対策	

黒瀬ダム及び加茂川　対策	

令和2年9月1日 
西条市議会議員　真鍋顕伸	

引用：平成30年9月定例会　一般質問　「加茂川水害対策について」	
　　　：令和元年6月定例会　一般質問　「黒瀬ダムについて」	



加茂川本流と支流の合流地点　「東宮」 

大雨警報解除後（令和2年7月11日撮影）	

★皆様も目にしたことはないでしょうか？ 
　大雨後の東宮橋から川を望むと、本流からの流れと　　 
　支流からの流れがはっきり解ります。 
　今回の資料は大雨時に、この地点の水量調節が 
　今後できるように、黒瀬ダムのことを知って頂き、 
　皆様と　考えて行ければと願っております。 

【本流側】	

【東宮橋】	

【支流側】	



黒瀬ダム　放流操作	

特例操作 
（異常洪水時防災操作）	

EL 111.70	
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黒瀬ダム 防災操作

予備放流
洪⽔調節容量：800万トン
洪⽔時最⾼⽔位 EL 112.9

に対して6.1m下まで

特例操作
貯⽔位111.7m以上で特例操作を開始
貯⽔位112.9mで放流量=	流⼊量

※過去3回実施

H23年9⽉

H16年9⽉

H17年9⽉
流⼊量が1350Ŭƅ
を超える⇒放流
量は、840ŬƅͲ

流⼊量500Ŭƅ以上1350Ŭƅ未満の
放流量=(流⼊量-500)× 0.398+500

⾬量予報やピークの時
間帯を考慮して、どの
程度予備放流するかが
最⼤のポイント！

ルール通りの操作とな
るため、昼間に事前連
絡にて多く放流する事
も出来ない事が問題！

これだけの多量の流⼊
量になれば、ダムの貯
⽔位まで達しないこと
を願うのみ！

ダムを守るために来た
⽔は、流すしかない！

黒瀬ダム　放流操作	



ダム計画：50年に1度の豪雨を想定 

支流谷川の流域は70km2 
市ノ川の流域は17km2あり、 
本流以上の流れ込みがある。 
毎秒1160トン 
黒瀬ダムの放流量だけでの 
避難判断は危険である。	

モデル：昭和36年第二室戸台風型 



雨量・水位観測所	

加茂川本流 
雨量計：4か所 
水位計：2か所 
 
支流谷川 
雨量計：1ヵ所
水位計：ゼロ！ 

【進捗】 
令和元年度に 
市之川と谷川に 
水位計を設置する。	



過去の記録 
特例操作は、過去3回実施されている。	

メロディー橋付近では、高水敷の上、60センチメートルか

ら70センチメートルあたりまで水位が上がっていました。

加茂川橋、水都橋付近は、通常の災害時より水が多かった

が、まだ余裕がありました。古川橋付近は、橋から１メー

トル下くらいまで水が来ていました。また、新加茂川大橋

に関する報告ではありませんが、禎瑞左岸の加茂川堤防に

は、問題はなかったと報告されております。

平成16年台風21号の目視状況	

3.8ｍ はん濫注注意水位

4.3m 避難判断水位

5.1m はん濫危険水位

長瀬水位

黒瀬ダムは50年に1度の規模の降雨を 
想定し、水位は新加茂川大橋の 
計画高水位を3.2mと設定 
（この時の長瀬の水位が5.1mは未確認） 

加茂川の洪水基準	

長瀬水位 
ワースト 
2~4位	

4.52m	

4.40m	

4.39m	

4.08m	



最高水位(m ) 時間
最大

流入量

最大

放流量
成就社 東之川 大平 黒瀬ダム 藤之石 時間 潮位(cm )

平成16年9月

台風21号
4.52 1844 1139 366 406 334 442 394 11:10 356.6

平成30年9月

台風24号
4.73

2019/9/30

19：00
1460.56 829.15 455 589 538 492 561 15:01 332

長瀬水位 雨量m m （降り始めからの総雨量） 満潮

名称

黒瀬ダム(ｔ)

最近の豪雨 
平成16年台風21号より、昨年の台風24号の方が、加茂川の水位が高い	

H16年台風21号は、ダム放流量が特例操作で毎秒1139トンで水位4.52ｍ 
Ｈ30年台風24号は、ダム放流量が防災操作で毎秒約830トンで水位4.73ｍ 
Ｈ30年台風24号は、支流の流量がかなり多かったことになる。	
【加茂川橋付近の写真】	



台風24号時の黒瀬ダム状況 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

1500

12
:0
0

13
:0
0

14
:0
0

15
:0
0

16
:0
0

17
:0
0

18
:0
0

19
:0
0

20
:0
0

21
:0
0

22
:0
0

23
:0
0

24
:0
0

⻑
瀬
⽔
位
(c
m
)

ト
ン
／
秒

⽇時

平成30年 台⾵24号 ⿊瀬ダム放流状況
流⼊量(トン/秒) 放流量(規則) 放流量(トン/秒) ⻑瀬⽔位(m)

H30年9⽉30⽇

予備放流水位　EL106.80を 
9/30　0時にはキープしていた。	

操作規則よりも、若干、ダムに貯水し、 
下流域の水位の上昇を抑えた。	



台風24号時の黒瀬ダムの報告 

最大水位4.73ｍ 
ダムがなければ、 
5.69ｍとなり、 
はん濫危険水位5.1m 
を大きく超えていた	

参考値(机上計算目安） 
単純計算で6.5トン/秒の 
流量で、長瀬の水位は 
1cm変化する。 



改善要望 

【進捗】 
令和元年度に 
市之川と谷川に 
設置する。	

【進捗】 
県や松山地方 
気象台と協議が 
必要 



改善要望 

【進捗】　入手していない。 
随時、黒瀬ダムの情報は入手している	

【進捗】 
見直しの必要なし 

【進捗1】 
活用し事前放流を 
要請する 

【進捗2】 
AI導入は県と市町 
が参画し検討開始 



改善要望 

【進捗】 
県が警報ｱﾅｳﾝｽ 
内容を検討中	

【進捗】 
H30年7月豪雨を 
受け洪水浸水地域 
指定を県に要請	

【進捗】 
・平成30年度古川橋の 
　上流2万5千m3撤去 
・国土強靭化対策に河床掘削 
　と樹木伐採の実施 



改善状況 
加茂川河床掘削状況(令和元年8月8日撮影）	

・平成30年度古川橋の上流2万5千m3撤去 ・令和元年国道11号線上流を実施中 



今後の重点活動 

①加茂川は、黒瀬ダムがある本流「加茂川」と支流「谷川」 

　からなります。 

　西日本豪雨災害にて大きな被害となった、野村ダムと 

　鹿野川ダムの構図を、西条市では、本流「加茂川」と 

　支流「谷川」は、類似として捉える必要があります。 

　ダム放流操作には、支流からの流れ込みを 

　　　　考慮した操作基準の見直しが必要 



今後の重点活動 
②市民の皆様！　真夜中に緊急避難指示が発令されたら、 

　深夜の暗くて雨が降る中で、避難できますか？ 

　西日本豪雨災害において、真夜中に緊急放流が予想され、 

　結果、朝方に避難指示が発令されたのち短時間で 

　（西予市70分後、大洲市5分後)緊急放流が実施されました。 

　操作基準に従った放流には、時間軸が考慮されていません。 

　雨量予想などを活用して日中に対応した、 

フレキシブルなダム操作基準の見直しが必要 



今後の重点活動 

③愛媛県・西条市は人命を第一に、様々な取り組みを 

しておりますが、最も重要なことは、市民の水害に対する 

高い意識をもって、早めの避難をお願いいたします。 

 
　避難訓練　の参加 
　　　◎普段やっている事しかできない 
　　　◎普段やっていることも満足にできない 
　　　◎普段やっていないことは絶対にできない	


